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「
八
丁
味
噌
」
の
地
理
的
表
示
保
護
制
度
へ
の
登
録
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
十
二
月
、
愛
知
県
特
産
の
「
八
丁
味
噌
」
が
地
理
的
表
示
保
護
制
度
（
Ｇ
Ｉ
制
度
）
に
登
録
さ
れ
た
。
し
か
し
、
登
録

が
認
め
ら
れ
た
の
は
愛
知
県
味
噌
溜
醤
油
工
業
協
同
組
合
に
よ
る
申
請
で
あ
り
、
同
組
合
に
加
盟
し
て
い
な
い
「
株
式
会
社
ま

る
や
八
丁
味
噌
」
と
「
カ
ク
キ
ュ
ー
」
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
「
合
資
会
社
八
丁
味
噌
」
の
老
舗
二
社
は
登
録
さ
れ
な
い
結
果

と
な
っ
た
。
こ
の
件
に
関
し
て

一

江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
的
な
製
法
を
守
り
、
生
産
量
の
半
分
超
を
占
め
る
二
社
が
、
輸
出
す
る
欧
州
で
「
八
丁
味
噌
」
を

名
乗
れ
な
く
な
る
の
は
不
条
理
で
は
な
い
か
。

二

「
八
丁
味
噌
」
は
商
標
名
で
は
な
く
、
普
通
名
称
で
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
、
岡
崎
市
八
帖
町
の
二
社
の
味
噌
蔵
に
配

慮
し
て
、
二
社
製
造
の
豆
味
噌
以
外
を
八
丁
味
噌
と
は
普
通
、
呼
ば
な
い
こ
と
が
慣
習
と
な
っ
て
い
る
。
あ
え
て
、
こ
の
慣

習
を
破
り
、
こ
れ
ま
で
「
八
丁
味
噌
」
と
呼
ば
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
豆
味
噌
」
も
「
八
丁
味
噌
」
を
名
乗
れ
る
よ
う
国
が
お

墨
付
き
を
与
え
る
こ
と
は
混
乱
を
招
く
の
で
は
な
い
か
。

三

「
木
桶
、
石
の
重
さ
が
三
ト
ン
、
二
夏
二
冬
の
長
期
熟
成
」
と
い
う
伝
統
的
な
製
法
を
受
け
継
い
で
い
る
も
の
だ
け
が

「
八
丁
味
噌
」
で
あ
り
、
ス
テ
ン
レ
ス
桶
で
も
、
加
湿
し
て
三
ヶ
月
で
熟
成
さ
せ
て
も
「
八
丁
味
噌
」
を
名
乗
れ
る
よ
う
に

一



す
る
こ
と
は
、
消
費
者
を
騙
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
産
地
の
伝
統
的
製
法
に
起
因
す
る
特
性
に
着
目
し
、

地
名
を
冠
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
保
護
す
る
と
い
う
地
理
的
表
示
保
護
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


